
跡
の
動
画
を
デ
ー

タ
と
し
て
樹

木
医
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
治
療
方

針
等
の
検
討
を
行
い
ま
し
た

。

そ
の
結
果

、

「
折
損
部
は
材
質

が
ス
ポ
ン
ジ
状
で
は
な
く

、
硬

化
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る

と
腐
朽
が
早
急
に
進
行
す
る
と

は
思
え
な
い

。
屋
久
杉
は

、
樹

脂
が
多
く
年
輪
が
詰
ま

っ
て
い

る
た
め

、
腐
朽
し
に
く
い

、
縄

文
杉
の
折
損
部
も
材
質
が
硬
化

し
て
い
る
た
め

、
し
ば
ら
く
様

子
を
見
る
経
過
観
察
と
し

、
数

年

後

の

再

調

査

が

望

ま

し

い

。

」
と
の
判
断
が
な
さ
れ
ま

し
た

。
こ
の
よ
う
な
調
査
結
果

及
び
樹
木
医

の

判

断

を

踏

ま

え

、
今
後
も
引
き
続
き
経
過
観

ザ
イ
ル
を
使

っ
て
縄
文
杉
の
枝
折
損
跡
を
登
攀
調
査
す
る
風
景

察
を
行
い
つ
つ

、
三
～

五
年
程

度
後
に
再
調
査
を
行
い

、
処
理

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た

。

な
お

、

「
落
下
し
た
枝

」
に

つ
い
て
は

、
地
元
関
係
者
と
協

議
の
上

、
屋
久
島
町
立

「
屋
久

杉
自
然
館

」
に
展
示
し
て
お
り

ま
す
の
で

、
是
非
ご
覧
く
だ
さ

い

。

ヤクシマキイチゴ
（ばら科）

縄
文
杉
の
枝
折
損
跡
を
調
査

積

雪

に

よ

る

縄

文

杉

の

枝

折

損

跡

を

登

攀

（

と

う

は

ん

）

・

撮

影

調

査

三
月
一
五
日

、
屋
久
島
森
林

管
理
署
は
三
年
前
の
大
雪
で
折

損
し
た
縄
文
杉
の
枝
の
折
損
跡

の

状

況

調

査

を

実

施

し

ま

し

た

。
本
調
査
は

、
署
が
平
成
一

九
年
度
生
態
系
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
に
お
い
て

、
縄
文
杉
の
経

過

観

察

調

査

を

行

っ
た

際

、

「
低
コ
ス
ト
で
現
実
的
な
方
法

と
し
て

、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
技
術

を
応
用
し
た
折
損
跡
の
調
査

」

の
提
案
を
受
け
て

、
日
本
樹
木

医
会
鹿
児
島
県
支
部
に
そ
の
調

査

を

依

頼

し

、
実

施

し

ま

し

た

。調
査
は
実
際
に
樹
木
医
が
縄

文
杉
に
登
攀
し
て
折
損
跡
箇
所

の
腐
朽
状
況
の
調
査
及
び
折
損

屋

久

島

・

世

界

遺

産

等

調

査

研

究

推

進

地

域

連

絡

会

議

の

開

催

屋久島の植物

者
か
ら

「
西
部
地
域
の
半
山
地

区
の
ヤ
ク
シ
カ
頭
数
の
減
少

」

や

「
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
に
関
す

る
調
査

」
、

「
縄
文
杉
周
辺
の

植

生

回

復

の

取

り

組

み

」
や

「
縄
文
杉
登
山
道
周
辺
の
植
生

保
護
・
教
育
施
設
の
整
備

」
等

に
関
す
る
質
問
や
意
見
が
出
さ

れ
た

。
ま
た

、
屋
久
島
野
生
植

物
研
究
所
大
山
勇
作
代
表
か
ら

口
永
良
部
で
の
常
緑
広
葉
樹
の

分
布
に
関
す
る
調
査
結
果
の
報

告
が
な
さ
れ
る
等
広
範
な
情
報

交
換
が
行
わ
れ

、
屋
久
島
世
界

遺
産
地
域
等
の
調
査
研
究
・
保

全
対
策
等
の
必
要
性
及
び
民
と

官
と
の
更
な
る
連
携
の
強
化
を

再
確
認
し
会
議
を
終
了
し
ま
し

た

。
保
全
セ
ン
タ
ー
の
人
の
動
き

二
月
一
二
日

、
屋
久
島
世
界

遺
産
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て

、
第

一
〇
回
屋
久
島
・
世
界
遺
産
等

調
査
研
究
推
進
地
域
連
絡
会
議

を

開

催

し

ま

し

た

。
本

会

議

は

、
林
野
庁
と
環
境
省
が
屋
久

島
世
界
遺
産
地
域
内
等
で
実
施

し
て
い
る
調
査
研
究
及
び
保
全

対
策
等
の
事
業
実
績
や
計
画
等

に
つ
い
て
島
内
の
有
識
者
と
意

見
交
換
を
行
う
た
め

、
毎
年
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す

。

今
回

、
林
野
庁
・
環
境
省
か

ら
平
成
一
九
年
度
事
業
の
実
施

内
容
の
報
告
と
平
成
二
〇
年
度

事
業
の
計
画
及
び
実
施
状
況
に

つ
い
て
の
報
告
を
行
い

、
出
席

☆
四
月
一
日
付
け
転
入

○
所
長

塚
本

徹

（
局
企
画

調
整
室
長
補
佐

）

○
普
及
教
育
・
森
林
空
間
利
用

専
門
官

須
本
節
夫

（
宮
崎

署
技
術
専
門
官

）

☆
四
月
一
日
付
け
転
出

○
屋
久
島
森
林
管
理
署
次
長

上
原
暁
光

（
所

長

）

○

（
独

）
森
林
総
合
研
究
所

森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー

中
西
雄
一
郎

（
普
及
教
育
・

森
林
空
間
利
用
専
門
官

）

屋
久
島
の
固
有
種

。
標
高
五

〇
〇
～

一
五
〇
〇
ｍ
の
林
道
や

歩
道
で
よ
く
見
か
け
る

。
高
さ

一
～

二
ｍ
で

、
茎
と
葉
に
ト
ゲ

が
あ
る

。
葉
は
先
端
が
三
～

五

つ
に
切
れ
込
み

、
主
脈
も
側
脈

も

す

べ

て

赤

み

を

帯

び

て

い

る

。
直
径
二
㎝
の
白
い
花
が
咲

き

、
果
実
は
黄
色
く
熟
し
食
用

に
な
る

。

花
期
三
～
四
月

平成21年4月5日
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屋久島北部植生垂直分布調査
（平成１７年度調査）

・宮之浦岳北側斜面（標高1350ｍ地点）

屋久島生態系モニタリング

草本層では、ﾊｲﾉｷが多い。他には低木層と同じｻｸ
ﾗﾂﾂｼﾞ･ﾕｽﾞﾘﾊ･ｼｷﾐ･ﾋﾒﾋｻｶｷ･ﾋﾒｼｬﾗ･ｱｾﾋﾞ･ﾀﾝﾅ
ｻﾜﾌﾀｷﾞ･ﾋﾉｷ･ｽｷﾞ等が生育する。

亜高木層では、ﾕｽﾞﾘﾊ･ｼｷﾐ･ﾔﾏｸﾞﾙﾏ･ﾊｲﾉｷ･ｿﾖ
ｺﾞが生育するが、個体数が少なく植被率も低い。

低木層では、ﾊｲﾉｷ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞが多く、斜面に沿っ
て斜上している。ﾋﾒﾋｻｶｷも比較的多い。他には、ﾕ
ｽﾞﾘﾊ･ｼｷﾐ･ｿﾖｺﾞ･ﾋﾒｼｬﾗ･ｱｾﾋﾞ･ﾄｶﾗｲﾇﾂｹﾞも生育し
て植被率が高い。

プロットの階層別植生は、高木層にはﾋﾉｷにﾂｶﾞ･ﾓ
ﾐ･ﾋﾒｼｬﾗ･着生ﾔﾏｸﾞﾙﾏが混生し、植被率が高い。

プロットは、太古杉から北西方向に２８メートル斜面
を登った場所に設定した。局所地形は、平衡斜面で、
平均傾斜が２２°、平均斜面方位が南南西である。

意見交換を行う様子



『洋上アルプスＮｏ．１６９号裏面』屋久島森林環境保全センター

近年の屋久島生態系モニタリング調査実績

平成２０年度

１）植生の垂直分布調査（屋久島南方の烏帽子岳南側斜面・大川の滝風景林・田代ヶ浜風景林）

2）国割岳に続く尾根周辺地域における枯死木等調査（ヤクタネゴヨウ等）

平成１８年度

平成１９年度

【生態系ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ調査特集】

ら く が き 帳

（ 白 谷 雲 水 峡 編 ）

2）縄文杉周辺植生、根元土壌、樹勢回復状況の調査

3）ヤクシカ天然林阻害実態把握モニタリング調査（西部地域）

1）屋久島東側斜面の垂直分布等の調査（愛子岳の2回目調査） 5年間の経年変化の考察

2）今後における高層湿原の保全対策基礎資料の調査（花之江河・小花之汀河）

1）植生の垂直分布調査（屋久島中央部・大王杉付近～宮之浦岳）5年間の経年変化の考察


